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映像翻訳講座 2026 年度基礎科：2026 年 4 ⽉ 7 ⽇（⽕）開講 
映像翻訳講座 2026 年度演習科：2026 年 9 ⽉ 29 ⽇（⽕）開講 
 
 

映像翻訳講座の沿⾰と概要 

 
映画美学校はアテネ・フランセ⽂化センターとユーロスペースの共同プロジェクトと
して 1997 年にスタートし、2000 年に特定⾮営利活動法⼈（NPO）となりました。
映像翻訳講座は 1999 年にスタートし、映画美学校の中でも 2 番⽬に⻑いコースとな
り、これまで多くの字幕翻訳者を輩出してまいりました。 
 
映像翻訳とは、まず映像作品を深く理解して、映画に寄り添い、その本質にもっとも
ふさわしい字幕を模索していく作業です。映画美学校・映像翻訳講座では、映画⼀作
品を丸ごと翻訳する、という形を出来るだけ取るようにしています。⼀作品全体を理
解することが、「映画を翻訳する・字幕をつける」ということであるという信念の下、
映画の作品性を理解し、作品に寄り添っていく姿勢を学ぶことも⽬標の１つにしてお
ります。 
 
基礎科と演習科のそれぞれ半年ごと、１年間にわたる実践的なカリキュラムによって
プロ翻訳者に求められる技術の習得を⽬指します。 
 

 

受講者の都合に合わせ、対⾯・オンラインどちらかをお選びいただけます。 
詳細は基礎科募集要項をご参照ください。 
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基礎科（半年間） 初⼼者を対象にした基本ルールから字幕翻訳の実践まで 

 
第⼀線で活躍している翻訳家によって映像翻訳の基礎知識を解説することから始め、
映像と翻訳、映像と字幕の関係を解き明かしていきます。字幕のおもしろさに⽬覚め
てください。字幕がどのような過程を経てできるものなのか学んだ後、制作プロセス
に即して翻訳作業を実際に⾏っていきます。 
後半の「翻訳演習／字幕シミュレーション講評」では、受講⽣ひとりひとりが翻訳し
た字幕原稿をスクリーンにのせて講義を進めます。毎回、課題として提出された翻訳
原稿には、講師による添削のフィードバックがあります。資料の調べ⽅から表現の⽅
法まで、翻訳作業を繰り返しながら、映像翻訳者に求められる基本的な能⼒を⾝につ
けることができます。 
 

演習科（半年間） 映像翻訳者としての更なる技術の深化 
 
基礎科を修了された⽅、映像翻訳の基礎技術を習得した⽅々を対象に開講します。ド
キュメンタリーとフィクションの 2 つの素材を使い、さらなる翻訳スキルの向上を⽬
指します。基礎科から引き続きシミュレーション講義を⾏います。作品にふさわしい
字幕とはどういうものか、講師の体験談も交えながら、映画の世界観、流れ、また作
中の⼈物像を表す字幕の表現を、⼀緒に考えながら追求していきます。 
 

字幕ソフト講習  
 
希望者を対象に字幕ソフト講習を⾏います。これはプロの翻訳家デビューに必要なス
キルである字幕ソフトの基本的な使い⽅、及びスポッティングの正しい取り⽅を学ぶ
講習です。本校では別講習として設けています。講義は全３回、その後メールによる
添削期間を設けております。 
※詳細はお問い合わせください（次回講習⽇程は 2026 年春に予定しております）。 
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トライアル  

 
演習科を修了後、トライアル試験を実施。１年のコースを通じて培った翻訳技術の習
熟度を測るための試験です。年に１度の実施となります。合格者は希望すれば【翻訳
仕事場プロジェクト】に登録することができ、翻訳者としてデビューするための多⾯
的なサポートを講師陣から受けることができます。 
 

 翻訳仕事場プロジェクト  
 
トライアル合格者に実際の映像翻訳業務を発注。息の⻑いスパンで、翻訳デビューま
でをサポートします。予告編、DVD、オン・エア作品、映画祭出品作品から劇場公
開作品まで、実⼒次第で様々な映像素材に挑戦できます。 

〈実績例〉 

東京国際映画祭、東京フィルメックス、⼤阪アジアン映画祭、マイ・フレンチ・フィ
ルム・フェスティバル、爆⾳映画祭、⼭形国際ドキュメンタリー映画祭、ポーランド
映画祭など。 
 

〈修了⽣の近年の主な活躍〉 
【劇場公開作品】 
『Dear Stranger／ディア・ストレンジャー』『ホーリー・カウ』『親友かよ』『ジュリーは
沈黙したままで』『RED ROOMS レッドルームズ』『九⽉と七⽉の姉妹』『ラ・コシーナ
／厨房』『Four Daughters フォー・ドーターズ』『ボサノヴァ〜撃たれたピアニスト』『イ
ンディセント』『MELT メルト』『マッド・フェイト 凶運』『お坊さまと鉄砲』『時の⽀
配者』『フィフィ⼤空をゆく』『CROSSING ⼼の交差点』『ミザリコルディア』『モンテ・ク
リスト伯』『季節はこのまま』『哀れみと悲しみ』『ブラックバード、ブラックベリー、私は私。』、
『ハイパーボリア⼈』、松⽵ブロードウェイシネマ『ピアノ 2 Pianos 4 Hands』『インディセ
ント』、『エターナル・メモリー』、『太陽と桃の歌』、『アプレンティス：ドナルド・トランプ
の創り⽅』、『⼈体の構造について』、『Shirley シャーリイ』、『ブリジット・バルドー 誤解』、
『カンフー・マスター！』、映画作家 ジャンヌ・モロー『リュミエール』『思春期』『リリア
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ン・ギッシュの肖像』、『アニエス V.によるジェーン B』、『コンセント 同意』、『ベルナデッ
ト 最強のファーストレディ』、『エストニアの聖なるカンフーマスター』、『仕置⼈ DJ』、『Ｅ
Ｏ イーオー』、『エッフェル塔 〜創造者の愛〜』、『オオカミの家』、『恐るべき⼦供たち 4K
レストア版』、『男と⼥ ⼈⽣最良の⽇々』、『オルフェ』、『カオス･ウォーキング』、『きのう⽣
まれたわけじゃない』（英語字幕）、『ギャング･オブ･アメリカ』、『CLOSE／クロース』、『幻
滅』、『５⽉の花嫁学校』、『古の王⼦と３つの花』、『ジェーンとシャルロット』、『ジュゼップ 戦
場の画家』、『＜主婦＞の学校』、『スザンヌ、16 歳』、「スノードロップ」（英語字幕）、『スプ
リー』、『ソウルに帰る』、『その⼿に触れるまで』、『それでも私は⽣きていく』、『ダーク・ウ
ォーターズ 巨⼤企業が恐れた男』、『ダム・マネー ウォール街を狙え！』、『ティル・デス』、
『ドーナツキング』、『東洋の魔⼥』、『トリとロキタ』、『どん底』、『苦い涙』、『⽩⽇⻘春 -⽣
きてこそ-』 他多数 
 
【特集上映・DVD・配信・ドラマシリーズなど】 
「名⽝ウォン・トン・トン」「アストリッドとラフェル ⽂書係の事件録」「マーダーボット」
「RED SILK ⾎塗られた暗号」「リサーチ・ユニット〜ボルドー重犯罪部」「リサーチ・ユ
ニット〜ニース重犯罪部」、「愛と激しさをもって」、「アガサとイシュタルの呪い」、「ア
ガサと殺⼈の真相」、「アガサと深夜の殺⼈者」、「アストリッドとラファエル ⽂書係の
事件録」、「兄が教えてくれた歌」、「イン・パーフェクト・ストレンジャー」、「ウィー
クエンド・ファミリー」、「俺たちは天使じゃない」、「結婚式のメンバー」、「決⽃！⼀
対三」、「サマーキャンプ」、「ジーニアス：アレサ」、「地獄の７⼈」、「社会から虐げ
られた⼥たち」、「ズートピア＋」、「スナイパー 孤⾼の弾丸」、「脱獄の掟」、「誕⽣⽇
シンドローム」、「ニラの復讐」、「BITE ME The Series」、「パリ 18 区 グット・ドー
ル街」、「封印された⼊り江」、「ブッシュマン あるナイジェリア⼈⻘年の冒険」、「フラ
ンメルズの⼤冒険」、「ボディガード」、「ボブ・ロス 楽しいアクシデント、裏切りと欲」、
「街は⾃衛する」、「マンデイビュル ２⼈の男と巨⼤なハエ」、「モンスターズ・ワーク」、
「らせん階段」 他多数 
 
【映画祭上映作品】 
東京国際映画祭、東京フィルメックス、フランス映画祭、⼤阪アジアン映画祭、SKIP シティ
国際 D シネマ映画祭、未体験ゾーンの映画たち、イスラーム映画祭、マイ･フレンチ・フィ
ルム・フェスティバル、⾹港映画祭Making Waves、EUフィルムデーズ、オーストラリア先
住⺠映画祭、恵⽐寿映像祭、国⽴フィルムアーカイブ「メキシコ映画の⼤回顧」、カンヌ監
督週間 in Tokio、イタリア映画祭 他多数
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各講師プロフィール 
 
 

松岡葉⼦ MATSUOKA Yoko ／主任講師 

字幕翻訳家。映画翻訳家協会会員。フランス語、英語を中⼼に劇場公開作品、映画祭など幅
広く字幕翻訳を⼿がける。近年の主な作品に『ボレロ 永遠の旋律』（アンヌ・フォンテーヌ
監督／24）、『サン・セバスチャンへ、ようこそ』（ウディ・アレン監督／24）『助産師たちの
夜が明ける』（レア・フェネール監督／24）『セプテンバー５』（ティム・フェールバウム監督
24）『サムシング・エクストラ！やさしい泥棒のゆかいな逃避⾏』（アテュルス監督／25）な
ど。 

 
 

間渕康⼦ MABUCHI Yasuko ／演習科講師 

字幕翻訳家。岡枝慎⼆･太⽥直⼦両講師による翻訳講座を受講後、映画祭、CS 放送、DVD、
ビデオで字幕翻訳を⼿がける。映画祭や特集上映でアジア映画に多く携わり、主な担当作品
に『ブリスフリー・ユアーズ』『トロピカル・マラディ』『光りの墓』（アピチャッポン・ウィ
ーラセタクン監督）、『⼗年 Ten Years Thailand』（アピチャッポン・ウィーラセタクン監督他
／17）、『鏡は嘘をつかない』（カミラ・アンディニ監督／16）、「Hello Stranger」（ペーターセ
ン・バーガス監督／20）、「クラブ・サパン・ファイン」（22）、『TATAMI』（ガイ・ナッティ
ヴ監督、ザーラ・アミール監督／25）などがある。 
 

 

惣川雅⼦ SOKAWA Masako ／基礎科、演習科講師 

字幕制作ディレクター。東京現像所で字幕制作ディレクターとして数多くの劇場映画の字幕
制作にたずさわる。短期講座で開催している字幕ソフト講習も担当。現在はフリー。 
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 2026 年度 基礎科カリキュラム 

2026 年 4 ⽉ 7⽇〜2026 年 8 ⽉ 25 ⽇ 
半年間／18回／毎週⽕曜⽇ 19:00〜21:10 
担当：松岡葉⼦、惣川雅⼦ 
 

1 4 ⽉ 7 ⽇ ⽕ ガイダンス 

2 4 ⽉ 14 ⽇ ⽕ 字幕の基礎ルール① 

3 4 ⽉ 21 ⽇ ⽕ 字幕の基礎ルール② 

4 4 ⽉ 28 ⽇ ⽕ 字幕の基礎ルール③ 

5 5 ⽉ 12 ⽇ ⽕ 映像翻訳の基礎技術 

6 5 ⽉ 19 ⽇ ⽕ 翻訳演習/字幕シミュレーション講評① 

7 5 ⽉ 26 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評② 

8 6 ⽉ 2 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評③ 

9 6 ⽉ 16 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評④ 

10 6 ⽉ 23 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評⑤ 

11 6 ⽉ 30 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評⑥ 

12 7 ⽉ 7 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評⑦ 

13 7 ⽉ 14 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評⑧ 

14 7 ⽉ 21 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評⑨ 

15 7 ⽉ 28 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評⑩ 

16 8 ⽉ 4 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評⑪ 

17 8 ⽉ 18 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評⑫ 

18 8 ⽉ 25 ⽇ ⽕ 総評 

 

※5⽉ 5⽇（⽕）、6⽉ 9⽇（⽕）、8 ⽉ 11⽇（⽕）は休講 
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2026 年度 演習科カリキュラム 

2026 年 9⽉ 29⽇〜2027 年 3 ⽉ 23 ⽇ 
半年間／23回／毎週⽕曜⽇ 19:00〜21:10 
担当：間渕康⼦（字幕シミュレーション講評〔ドキュメンタリー〕）、 
松岡葉⼦（字幕シミュレーション講評〔劇映画〕）、惣川雅⼦ 
 

1 9 ⽉ 29 ⽇ ⽕ ガイダンス 

2 10 ⽉ 6 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評（ドキュメンタリー）① 

3 10 ⽉ 13 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評（ドキュメンタリー）② 

4 10 ⽉ 20 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評（ドキュメンタリー）③ 

5 10 ⽉ 27 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評（ドキュメンタリー）④ 

6 11 ⽉ 10 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評（ドキュメンタリー）⑤ 

7 11 ⽉ 17 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評（ドキュメンタリー）⑥ 

8 11 ⽉ 24 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評（ドキュメンタリー）⑦ 

9 12 ⽉ 1 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評（ドキュメンタリー）⑧ 

10 12 ⽉ 8 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評（ドキュメンタリー）⑨+総評 

11 12 ⽉ 15 ⽇ ⽕ ガイダンス 
12 12 ⽉ 22 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評（劇映画）① 

13 1 ⽉ 5 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評（劇映画）② 

14 1 ⽉ 12 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評（劇映画）③ 

15 1 ⽉ 19 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評（劇映画）④ 

16 1 ⽉ 26 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評（劇映画）⑤ 

17 2 ⽉ 2 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評（劇映画）⑥ 

18 2 ⽉ 9 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評（劇映画）⑦ 

19 2 ⽉ 16 ⽇ ⽕ 字幕シミュレーション講評（劇映画）⑧ 

20 3 ⽉ 2 ⽇ ⽕
曜 

字幕シミュレーション講評（劇映画）⑨ 

21 3 ⽉ 9 ⽇ ⽕
曜 

字幕シミュレーション講評（劇映画）⑩ 

22 3 ⽉ 16 ⽇ ⽕
曜 

字幕シミュレーション講評（劇映画）⑪ 

23 3 ⽉ 23 ⽇ ⽕ 総評 

※11⽉ 3⽇（⽕）、12⽉ 29⽇（⽕）、2⽉ 23 ⽇（⽕）は休講 
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映像翻訳講座 2026 年度基礎科募集要項 

 

●受講資格：18才以上であれば学歴、経験の有無は問いません。課題提出や講義記録の閲覧、
オンラインで講義に参加する場合はインターネット環境およびパソコンが必須
となります。 

●定員：20 名（最低開講⼈数：13名） 
●受講期間：2026 年 4 ⽉ 7⽇（⽕）〜2026 年 8⽉ 25⽇（⽕） 
●講義場所：映画美学校（東京都渋⾕区円⼭町 1-5 KINOHAUS B1F）、もしくはオンライン 
●講義回数・⽇程：18 回／毎週⽕曜⽇ 19:00〜21:10	
※講師の都合により講義⽇程や講師に変更の可能性があります。 
●受講料：159,000円＋実習講習費 10,000円＝計 169,000円（税込） 
※⼀括納⼊が原則ですが、ご希望の⽅には以下の分割払いでのお⽀払いもご案内をいたしま
す。 
●⼊学登録料：10,000円 ※映画美学校通年講座を初めて受講される⽅のみ 
 
受講料の分割払いでのお⽀払いの場合 
総額 169,000円（映画美学校を初めて受講される⽅は 179,000円） 
84,500円を前払い（映画美学校を初めて受講される⽅は 94,500円）、残額 84,500円が分割払
い。 
お⽀払回数 ⾦利 合計⾦額 前払⾦ 残額 分割払利息 分割⽀払⾦合計 毎⽉のお⽀払⾦額 

5 4.20% 179,000 94,500 84,500 3,550 88,050 17,610 

（単位：円／税込） 

●受付期間：2026 年 1⽉ 28⽇（⽔）20:00より 3⽉ 25⽇（⽔）20：00まで 
（ただし定員になり次第、締切） 

●申込⽅法：オンラインによる申込 
映画美学校ホームページ、もしくは右記よりお申し込みください。 
 
https://business.form-mailer.jp/lp/dbb691a8328615 

 
●受講⼿続：お申込を映画美学校で受理後、メールにてご⼊⾦⼿続きの案内をさせていただ
きます。案内に従って、指定の期⽇までにお振込下さい。ご⼊⾦が確認された時点で申し込
み受付完了となります。※⼀旦納⼊された受講料は原則として返⾦できません。 

お申し込みはこちら 
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映像翻訳講座 2026 年度演習科募集要項 

 

●受講資格：映画美学校映像翻訳講座基礎科修了⽣及び同等のスキルを持つ⽅ 
●定員:20 名(最低開講⼈数:9名) 
●受講期間:2026 年 9⽉ 29⽇(⽕)〜2027 年 3⽉ 23⽇(⽕) 
●講義回数・⽇程：23回/毎週⽕曜⽇ 19:00〜21:10 
※都合により講義⽇程や講師に変更の可能性があります。 
●受講料:205,000円+実習講習費 10,000円=計 215,000円(税込)  
※⼀括納⼊が原則ですが、希望者には以下の分割払いのお⽀払いも可能です。 
詳細はお問い合せ下さい。 
●⼊学登録料:10,000円 ※映画美学校通年講座を初めて受講される⽅のみ 
受講料の分割払いでのお⽀払いの場合 
総額 215,000円(受講料 205,000 円+実習講習費 10,000円) 
■107,500円を前払い、残額 107,500 円が分割払い 
※映画美学校の通年コースを初めて申し込まれる⽅は、登録料 10,000円も前払い下さい。 
お⽀払回数 ⾦利 合計⾦額 前払⾦ 残額 分割払利息 分割⽀払⾦合計 毎⽉のお⽀払⾦額 

5 4.20% 215,000 107,500 107,500 4,515 112,015 22,403 

 

■全額 215,000 円を分割払い 
※映画美学校通年講座を初めて申し込まれる⽅はご利⽤いただけません 
お⽀払回数 ⾦利 合計⾦額 前払⾦ 残額 分割払利息 分割⽀払⾦合計 毎⽉のお⽀払⾦額 

5 4.20% 215,000 0 215,000 9,030 224,030 44,806 

8 7.00% 215,000 0 215,000 15,056 230,056 28,757 

 (単位:円/税込) 

 
●申込方法:オンラインによる申込 

 
●お申し込み・お問い合わせ 
映画美学校 
〒150-0044 東京都渋⾕区円⼭町 1-5 KINOHAUS地下 1 階 
電話番号：03-5459-1850 FAX番号：03-3464-5507 
受付時間（月〜土） 12:00-20:00 



 10 

映画美学校約款 
 
▎受講上のご注意 
◎講義の写真撮影、録画、録⾳はご遠慮ください。 
◎持病のある⽅、あるいは体調不良になられた⽅は事務局にご相談下さい。 
◎講義の際に使われる各種の機材・備品などの取り扱いは⼗分に注意して下さい。機材や備品を⼤切にすること
は映画づくりの基本です。 
◎館内での私物の管理は、各⾃で責任を持って⾏って下さい。賠償の責は負いかねます。また、受講⽣本⼈の不
注意による事故や物的損害に対しても同様です。 
◎当校は現役の映画⼈に講師をお願いしておりますので、講師のご都合またはやむを得ぬ事由により、講師やカ
リキュラムを変更することがあります。また、交通機関の混乱や、天災地変などやむを得ない事情で、カリキュ
ラムを変更する事があります。 
◎各コースのカリキュラムは、講師陣により⽇々検討を重ねております。そのため、要項に記載のカリキュラム
が若⼲変更・修正される可能性もございます。変更・修正の際は理由を説明いたします。 
◎急なカリキュラムの変更等、当校より緊急連絡をさせていただくことがございます。ご登録の⽒名・住所・連
絡先等に変更があった場合は、すみやかに事務局にお知らせ下さい。 
◎受講希望者が⼀定の⼈数に達しないクラスは、開講を⾒合わせる場合もあります。 
 
▎受講取消の扱い 
◎いったん納⼊した受講料は、原則としてご返⾦できません。各講座の予算は講師陣と事務局が協議して慎重に
確定いたしますので、その後のキャンセルはカリキュラムの実現に重⼤な⽀障を来します。ただ、病気や転勤な
ど、当校がやむを得ないと認めた場合は、開講⽇以前であれば下記の計算⽅法でご返⾦いたします。その場合、
医師による診断書や勤務先の辞令（コピー可）など、受講不可能となった事由を証明する書類をご提出下さい。 
 
▎受講開始⽇より起算した返⾦額 
30⽇前まで：全額の 90％ 
29⽇前〜14⽇前まで：全額の 75％ 
13⽇前〜7⽇前まで：全額の 50％ 
6⽇前〜1⽇前：全額の 25％ 
なお、講義開始後のお申し出は、お受けできません。 
 
▎安全⾯について 
◎映画の撮影時には、スタッフ、キャストともに⽬の前のことに集中するので、事故が起こりやすいものです。
事務局から配布される注意事項をよく読んで厳守し、撮影にかかわる⼈たち全員が安全⾯に配慮することで、絶
対に事故を防ぐようにして下さい。将来、講座修了後も、映画を制作し続ける限り、⼀番⼤切なことです。なお、
注意事項に書かれていないことは、遠慮なく事務局にご相談下さい。 
◎⾮常⼝、避難通路などは事前にご確認下さい。災害が発⽣した場合は、必ず係員の指⽰に従って⾏動して下さ
い。 
 
▎著作権について 
◎本校のカリキュラムの⼀環として制作された画像、動画、サウンド等の著作権は基本的に映画美学校に帰属し
ます。従って、それらの全部⼜は⼀部および、授業⾵景等を録画・録⾳したものの全部⼜は⼀部を、本校の広報・
業績・紹介⽬的のため、任意かつ無償で利⽤することがあります。その際、著作者の⽒名の表⽰を省略すること
もあります。諸般の事情により⽀障のある⽅は、開講してなるべく早い時期に事務局にご相談下さい。なお、利
⽤にあたっては、第三者の著作権、商標、名誉、信⽤、肖像権その他の権利を侵害しないように細⼼の注意を払
います。 
 


